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話  題

引受保険会社：あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 飯田支社

業 務 災 害 補 償 保 険

新たなリスクに備えた４つの補償

最大約58％割引

※被保険者数割引20%、損害率による割引30%、
リスク状況による割引25%を適用した場合。

2018年10月1日 午後4時 ～ 2019年10月1日 午後4時

このご案内は概要を説明したものです。ご加入にあたっては必ず「業務災害補償プラン」パンフレットおよび「重要事項のご説明」をご覧ください (2018年9月承認)B18-102253）
この保険契約は日本商工会議所を保険契約者とし、各地商工会議所会員で政府労災に加入している事業者を加入者とする団体契約です。

業務上災害に起因するさまざまなリスクを総合的に補償します

TEL 0265-48-6929　FAX 0265-48-6928

〒395-0045  長野県飯田市知久町一丁目９番地
長野県知事登録旅行業　第3-571号

日本国際観光交流旅行日本国際観光交流旅行
営業時間   月～金  9:30～18:30

◆中国、台湾およびアジアのお取引先への訪問や視察旅行等、お客様
のご要望に合わせて手配いたします。また、インバウンドのお客様
の来日視察や観光、交流の手配もいたしております。
◆中国語・英語・韓国語　翻訳通訳
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催
〜
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催

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
デ
ザ
イ
ン
会
議

　
　
木
格
子
の
大
屋
根
を
シ
ン
ボ
ル
に

　

２
月
18
日（
月
）経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
内
田
裕
子
氏
を
迎
え「
取
材
現
場
か

ら
見
え
る〝
日
本
経
済
・
地
域
経
済
〞」と

題
し
、シ
ル
ク
プ
ラ
ザ
に
て
新
春
経
済
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

内
田
氏
は
ま
ず
、世
界
規
模
で
の
Ｉ

Ｔ
の
浸
透
、日
本
で
は
小
田
原
の
か
ま
ぼ

こ
店
の
例
を
あ
げ
た
急
速
に
進
む
少
子

高
齢
化
の
波
な
ど
、時
代
の
変
化
の
速

さ
に
つ
い
て
言
及
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
に

は
、正
し
い
現
状
認
識
を
持
つ
こ
と
、適

切
な
危
機
感
を
抱
き
、次
な
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン（
変
革
）へ
動
く
こ
と
が
肝
要
と

述
べ
ま
し
た
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
と
し
て
は
、

ま
ず
コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス（
自
社
の
強

み
）を
自
分
で
徹
底
的
に
考
え
る
こ
と
を

あ
げ
ま
し
た
。そ
の
上
で
、従
業
員
全
員

に
自
社
の
強
み
を
聞
い
て
考
え
を
深
め
、

さ
ら
に
自
社
と
は
関
係
な
い
第
三
者
に

も
同
じ
よ
う
に
聞
き
、自
社
の
視
点
だ

け
で
な
い
他
者
の
視
点
も
入
っ
た
コ
ア
・

コ
ン
ピ
タ
ン
ス
を
考
え
ま
す
。そ
う
し
て

考
え
た
も
の
を
10
年
後
、20
年
後
に
も

続
く
連
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、徹
底
的
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ（
研

さ
ん
）す
る
こ
と
で
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
、新
し
い
収
益
の
柱
と
も
い

え
る
、新
し
い
価
値
、非
連
続
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
行
う
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
あ
げ
ま
し
た
。旭
硝
子
、カ

ゴ
メ
、ト
ヨ
タ
な
ど
の
例
を
あ
げ
、今
ま

で
の
成
功
体
験
で
は
な
く
、既
存
に
と
ら

わ
れ
な
い
事
業
展
開
の
大
切
さ
を
説
き

ま
し
た
。

　

飯
田
市
の
り
ん
ご
の
例
で
は
、地
元
の

人
々
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
価
値
に

対
し
て
、も
う
一
度
頭
を
ま
っ
さ
ら
に
し

て
新
し
い
目
で
見
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、

現
在
あ
る
企
業
は
後
世
に
そ
の
価
値
を

伝
え
る
役
割
が
あ
り
、そ
の
た
め
の
若
い

世
代
の
育
成
の
重
要
さ
に
つ
い
て
に
も

話
が
及
び
ま
し
た
。

　

女
性
会
は
2
月
20
日（
水
）に
創
立
40

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
ビ
ー
ラ
ク

ス
マ
ツ
カ
ワ
で
開
催
し
ま
し
た
。牧
野
飯

田
市
長
、柴
田
会
頭
を
は
じ
め
歴
代
会
長

を
来
賓
に
お
招
き
し
、女
性
会
員
44
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、女
性
会
と
し
て
の

各
種
事
業
40
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
、

今
後
も
50
周
年
に
向
け
て
、女
性
の
豊

か
な
感
性
と
柔
軟
な
発
想
力
を
活
か
し

て
自
企
業
の
発
展
に
努
め
る
こ
と
、更
に

は
時
代
の
要
請
と
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め
、全

国
・
県
内
の
女
性
会
と
連
携
・
交
流
を
図

り
、研
修
会
、講
習
会
の
開
催
や
地
域
活

動
へ
の
参
加
に
な
お
一
層
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、地
元
で
活
躍
し
て
い
る

ソ
ノ
ー
ル
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
演
奏
が
あ
り
、全
員
で
飯
田
恋
唄

を
歌
う
な
ど
し
て
さ
ら
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

講演をする内田裕子氏

〜
新
春
経
済
講
演
会
開
催
〜

自
社
の
強
み
を
考
え
る

自
社
の
強
み
を
考
え
る

佐々木会長による挨拶

歴代の女性会長らソノールクラリネットアンサンブルの演奏

女
性
会
創
立
40
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
開
催
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※各種定例相談は無料です。予約制ですので予めご連絡ください。
TEL 24-1500

長
　
野
　
県

飯
　
田
　
市

［1月入会の方］※五十音順

金融情報

マ ル 経 資 金

資 金 名 使途 貸付限度額

2,000万円

7,200万円

4,800万円

6,000万円

3,500万円
2,000万円

2,000万円

15,000万円
3,000万円
2,000万円
2,000万円
3,000万円

3,000万円

2,000万円
1,000万円

8,000万円

うち運転4,800万円以内

貸付利率 返済期間

1.11％ 10年
7年
20年
7年
10年
7年
10年
7年
10年
7年
10年
5年

10年
7年
5年
10年
1年
10年
7年
7年
5年

0.30％～

1.16％～

1.90％

1.10％

1.70％

1.90％

1.90％
1.80％
1.50％

1.50％

1.50％

1.60％

設 備
運 転
設 備
運 転
設 備
運 転

設 備
運 転

設 備
運 転
設・運

設・運

設・運
設・運
設 備
運 転
設 備
運 転

設 備

運 転

企業活力強化資金

普 通 貸 付

小 口 事 業 資 金

公的補助金つなぎ資金

新製品・新商品開発資金

商店等活性化資金

小口零細企業保証資金

経営健全化支援資金
（経 営 安 定 対 策）
経営健全化支援資金
（特別経営安定対策）
信州創生推進資金
（創 業 支 援 向 け）
信州創生推進資金
（小規模企業向け）
信州創生推進資金
（事 業 展 開 向 け）

会議所共済
口座振替の
お知らせ

会議所共済
口座振替の
お知らせ

3月22日（金）

平成31年2月末現在

会議所会員数
2,755事業所

飯田市の人口
101,536人
39,911世帯 振替日が近づきましたら

ご確認をお願い致します。

です。

日
本
政
策
金
融
公
庫

◆主な制度資金の内容（抜粋） （3月１日現在）

この他にも、使途に合わせて各種制度資金があります。詳細は、当所（TEL 24－1500）へご連絡ください。

：DATA：DATA：DATA

5年

カレンダーカレンダーカレンダー
　3/16 土
　17 日

31 日 　　

7 日 　

※政策公庫定例相談10：00～15：00（第一相談室）　　10 水
　11 木
　12 金
　13 土

14 日 　

15 月 ※創業相談10：00～16：00（第一相談室）

21 木 春分の日

19 火 ●次世代ものづくり企業セミナー13：30～17：30（エス・バード）

18 月
●新たな六次産業を考えるいいだフォーラム
　14：00～17：00（商店街交流ホール）
※創業相談10：00～16：00（第一相談室）

22 金
●消費税確定申告指導会10：00～16：00（商店街交流ホール）
●しあわせ市場配達便9：30～（商店街交流ホール）
※経営悩み相談12：30～15：00（第二相談室）　

23 土 　

20 水 ※政策公庫定例相談10：00～15：00（第一相談室）　　

4 木 ※信用保証協会定例相談10：00～16：00（第一相談室）

5 金 　

6 土

2 火 ※税務相談10：00～12：00（第一相談室）

27 水 ●第109回通常議員総会15：30～17：00（交流ホール）
※政策公庫定例相談10：00～15：00（第一相談室）　

30 土 　

28 木 　

29 金 ●しあわせ市場配達便9：30～（商店街交流ホール）

25 月 ●地域活性化セミナー18：00～19：30（商店街交流ホール）

1 月4/ 　

3 水 ※政策公庫定例相談10：00～15：00（第一相談室）

9 火 ※事業承継相談10：00～16：00（第一相談室）　

8 月 　

24 日 ●品質管理（ＱＣ）検定8：00（勤福センター）

26 火 　

事業所名
㈱飯田パルスモ
イナテック㈱
今井建築
㈱エヌピィシイ
昭和電機産業㈱飯田営業所
スーパーホテル長野・飯田インター
㈲大洋電気
DUCK ROCK
㈲竹原運送店

川路
鼎下山
下久堅
鼎下山
鼎西鼎
北方
松尾新井
松尾町
上郷飯沼

精密
精密
建設
精密
卸
宿泊
建設
美容
サービス

所在地 業　種
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特  集

図2 コスト（原材料）昨年同時期との比較（全業種）

図１ 10～12月の売上について
昨年同時期との比較（全業種）

上昇 変わらない 低下

売
上
は
全
業
種
で
前
回
調

査
よ
り
増
加

第
31
回
飯
田
商
工
会
議
所
景
気
動
向
調
査

第
31
回
飯
田
商
工
会
議
所
景
気
動
向
調
査

原
材
料
は
引
き
続
き
上
昇
。

人
件
費
、下
請
単
価
、そ
の
他

経
費
は
微
減

課
題
は「
人
手
不
足
・
技
術
者

不
足
」が
引
き
続
き
ト
ッ
プ
。

「
原
材
料
・
仕
入
高
」が
増
加

　

売
上
は
全
業
種
で
は
前
回
調
査
か
ら

20.2
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、前
回
調
査
の
落

ち
込
み
か
ら
プ
ラ
ス
へ
と
転
じ
、3.1
％
と

な
り
ま
し
た（
図
1
）。全
て
の
業
種
で
前

回
調
査
か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。業
種

別
に
み
る
と
特
に
建
設
業
の
増
加
が
大

き
く
、消
費
増
税
前
の
駆
け
込
み
や
大

規
模
な
受
注
に
よ
っ
て
売
上
が
増
加
し

た
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

前
回
調
査
で
落
ち
込
ん
だ
製
造
業
と

宿
泊
・
飲
食
業
は
回
復
し
た
も
の
の
未

だ「
減
少
」回
答
が
多
く
、製
造
業
で
は

中
国
向
け
製
品
の
受
注
が
減
少
に
大
き

く
起
因
し
て
い
る
よ
う
で
す
。伝
統
産
業

別
で
は
食
品
関
係
が
大
き
く
増
加
し
て

い
ま
す
。宿
泊
・
飲
食
業
で
は
、忘
年
会
の

　

原
材
料
は「
上
昇
」回
答
が
60
％
と
引

き
続
き
増
加
し
、依
然
と
し
て
半
数
以

上
の
事
業
所
か
ら「
上
昇
」回
答
が
あ
り

ま
す（
図
2
）。コ
メ
ン
ト
か
ら
も
、業
種

を
問
わ
ず
様
々
な
原
材
料
の
値
上
が
り

が
あ
り
、原
油
高
の
影
響
に
よ
る
も
の
も

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。人
件
費
に
つ
い

て
は「
上
昇
」回
答
は
微
減
し
36
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。最
低
賃
金
の
上
昇
に
よ
る

も
の
の
他
に
、時
間
外
労
働
に
関
す
る
コ

メ
ン
ト
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
経

費
に
つ
い
て
は
、「
上
昇
」回
答
が
微
減
し

た
も
の
の
前
回
同
様
に
石
油
価
格
の
上

昇
に
よ
る
物
流
コ
ス
ト
や
光
熱
費
の
増

加
を
あ
げ
る
企
業
が
多
く
あ
り
ま
す
。製

造
業
か
ら
は
設
備
投
資
を
予
定
す
る
コ

メ
ン
ト
も
あ
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
人
手
不
足
・
技
術
者
不
足
」の
回
答

が
41
件
と
増
加
し
、「
原
材
料
・
仕
入
高
」

回
答
も
37
件
と
増
加
し
上
位
に
あ
が
っ

て
き
て
い
ま
す（
図
3
）。そ
れ
以
外
の
項

目
は
減
少
し
て
お
り
、前
回
調
査（
図
4
）

と
比
較
す
る
と
上
位
2
項
目
に
回
答
が

偏
っ
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。人
手
不
足
、

原
材
料
の
高
騰
共
に
慢
性
的
な
課
題
と

な
っ
て
き
て
お
り
、コ
ス
ト
面
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。コ
メ
ン
ト
か
ら
も
人

手
不
足
に
関
連
し
た
雇
用
や
人
件
費
の

課
題
、原
料
高
を
価
格
に
転
嫁
で
き
な

い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
を
迎
え
今
年
１
年
間
の
自
社
の
経
営
状
況
の
見
通
し
は
半
数
以
上

が「
現
状
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
」と
回
答
し
ま
し
た
。一方
で
は
米
中
貿
易
摩
擦
や

消
費
増
税
な
ど
の
影
響
に
よ
る
先
行
き
不
透
明
感
が
表
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も

人
材
育
成
を
最
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
む
事
業
者
が
多
く
を
占
め
た
結
果
と
な

り
ま
し
た
。売
上
は
前
回
調
査
か
ら
全
て
の
業
種
で
増
加
し
て
お
り
1
年
ぶ
り
に
プ

ラ
ス
回
復
し
て
い
ま
す
。コ
ス
ト
で
は
平
成
30
年
1
月
以
降
原
材
料
高
が
続
き
、6

割
の
企
業
が
上
昇
、ま
た
人
件
費
や
他
の
諸
経
費
も
上
昇
回
答
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

減
少
や
縮
小
に
よ
っ
て
減
少
し
て
い
ま

す
。卸
・
小
売
業
は
し
ば
ら
く
横
ば
い
の

状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
13.3
％
の
プ

ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

調　
査　
対　
象　
期　
間　
平
成
30
年
10
月
〜
12
月

調
査
対
象
企
業
数　
100
社（
5
業
種
16
社
、伝
統
産
業
20
社
を
抽
出
）

調　
査　
方　
法　
職
員
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査

①暖房は早めに
　つけましょう
②家庭電力の
　使用時間に
　気をつけましょう

①暖房は早めに
　つけましょう
②家庭電力の
　使用時間に
　気をつけましょう
環境委員会環境委員会

ecoな生活ecoな生活
ピークカットを
しましょう

ピークカットを
しましょう

0 20 40 60 80 100
H30.1

H30.4

H30.7

H30.10

H31.1

増加 減少 全体

0

H30.7

2.02.0

-31.3-31.3

28.328.3
H30.10

-17.1-17.1
-3.0-3.0 3.13.1

-43.4-43.4

26.326.3

H31.1

-28.9-28.9

32.032.0
H29.4

-8.3-8.3

-37.5-37.5

29.229.2
H29.7

-13.7-13.7

-42.1-42.1

28.428.4

H29.10

-6.2-6.2

-33.0-33.0

26.826.8

H30.1

-35.8-35.8

27.427.4 30.030.0
H30.4

-8.4-8.4

-28.0-28.0

2%2%50%50% 48%48%
1%1%

57%57%
53%53% 46%46%

4%4%39%39%
59%59% 2%2%

1%1%60%60% 39%39%
39%39%
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無料相談会無料相談会

TEL0265（53）5811
地域サポート部

ご予約・お問い合せは

どうぞお気軽に
ご相談下さい。

年金

経営
税務

法律

相続
事業承継

図3図4 経営上の課題《上位７項目》
（複数回答あり）（合計＝231）

経営上の課題《上位７項目》
（複数回答あり）（合計＝232）

「
人
材
育
成
」へ
の
取
り
組
み

事
業
所
が
多
数

図6図7

図5

前回10月
調査

　

今
回
は
今
年
1
年
の
事
業
所
の
景
気

見
通
し
と
重
点
を
お
い
て
取
り
組
む
事

項
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。自
社
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
は「
現
状
と
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
」と
予
想
す
る
事
業
所
が

半
数
以
上
と
最
も
多
く
な
り
ま
し
た

（
図
5
）。業
種
別
で
は「
好
転
が
見
込
ま

れ
る
」と
予
想
す
る
事
業
所
は
建
設
業

が
最
も
多
く
、宿
泊
・
飲
食
業
が
最
も
少

な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。昨
年
同
時

期
の
調
査
と
比
較
す
る
と
好
転
を
見
込

む
事
業
所
が
減
少
し
て
お
り
、コ
メ
ン
ト

に
も
あ
る
よ
う
に
10
月
に
控
え
た
消
費

増
税
お
よ
び
軽
減
税
率
制
度
の
適
用
を

は
じ
め
と
し
た
要
因
に
よ
り
マ
イ
ナ
ス

の
要
素
が
働
い
て
い
ま
す
。

　

重
点
を
お
い
て
取
り
組
む
事
項
と
し

て
は「
人
材
育
成
」が
28
件
と
最
も
多

く
、慢
性
的
な
人
材
不
足
も
影
響
し
、各

企
業
が
重
要
視
し
て
い
ま
す（
図
6
）。

次
い
で「
営
業
強
化
」、「
販
路
開
拓
」、

「
設
備
投
資
」、「
販
売
促
進
」と
の
回
答

が
上
位
に
あ
が
っ
て
い
ま
す
。こ
の
上
位

5
項
目
は
、順
番
は
上
下
し
ま
す
が
昨

年
の
調
査
と
同
様
の
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

会
議
所
へ
求
め
る
支
援
と
し
て
は「
情

報
提
供
」が
突
出
し
て
多
く
、「
補
助
金

申
請
」、「
セ
ミ
ナ
ー
開
催
」を
は
じ
め

様
々
な
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た（
図
7
）。

商工会議所に求めること
（複数回答あり）

貴社がこの1年間、最も重点をおいて
取り組む事項は（複数回答あり）

2019年の貴社の
経営状況は

特になし
その他
5S

環境・省エネ
生産工程
働き方改革

補助金・助成金制度の活用
技術革新

新分野進出
新商品・サービス開発

経営改善
資金繰り・財務体質

消費税対策
ITの活用
雇用・労務
後継者育成
事業継承
販売促進
設備投資
販路開拓
営業強化
人材育成

その他

事業計画策定支援

相談窓口の開設

労務支援

税務支援

定期的な巡回

展示商談会の開催

行政機関への意見具申

助成金の創設

求人マッチング

マーケティング支援

金融支援

専門家派遣

セミナー開催

補助金申請

情報提供

取引先の減少・撤退

店舗や設備の老朽化

顧客の減少

燃料・配送コスト上昇

競争・競合の激化

原材料・仕入高

人手不足・技術者不足

諸経費の増加

店舗や設備の老朽化

原材料・仕入高

顧客の減少

燃料・配送コスト上昇

競争・競合の激化

人手不足・技術者不足 3434
2727
2727
2626
2525

2020
1414

4141
3737

2424
2020
2020
1919

1313

28284343
2121
2020

1010
99

99

88

55

44

22

22
11

11
11
11

66

2020
1919
1818

1616
1414
1414
1414

1212
1212
1111
1010
99
88

88
22

77
66
66

33
22
11

58%58%

30%30%

3%3%

9%9%
好転が
見込まれる
現状とあまり
変わらない
悪化する

その他



支部だより
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J
A
若
手
生
産
者
と
の
懇
談
会

消
費
税
軽
減
税
率
対
策
制
度
研
修

新
春
放
談
会
開
催

会
議
所
理
事
者
と
の
懇
談
会

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
研
修
会
前
に
は
食
事
会
、研

修
後
に
は
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
、

趣
向
を
こ
ら
し
た
内
容
で
、一
人
で
も
多

く
会
員
に
参
加
を
と
の
役
員
の
呼
び
か

け
に
、30
余
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

尾
関
ブ
ロ
ッ
ク
長（
龍
江
支
部
長
）は

「
こ
れ
か
ら
も
工
夫
し
な
が
ら
、事
業
に

は
一
人
で
も
多
く
の
会
員
参
加
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

遠
山
郷
支
部
　
2
月
8
日（
金
）

　

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
新
春
放
談
会

で
は
、昨
年
に
引
き
続
き
飯
田
市
の
佐
藤

副
市
長
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

飯
田
市
各
地
域
の
人
口
推
移
の
資
料

を
見
な
が
ら
、域
外
か
ら
の
人
に
来
て
も

ら
う
に
は
、地
域
に
あ
る
自
然
や
資
源
を

活
か
し
た
取
組
み
が
大
切
で
あ
る
と
し
、

下
栗
の
里
の
観
光
客
の
増
加
や
、現
在
空

き
家
を
利
用
し
て
活
動
し
て
い
る
団
体

や
移
住
し
て
起
業
予
定
の
人
の
様
子
な

ど
を
話
し
、今
後
の
地
域
全
体
で
の
取
組

み
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
放
談
会
は
地
域
住
民
も
参
加
し
、

地
域
の
人

口
減
少
を

何
と
か
し

た
い
、
と

い
う
活
発

な
意
見
が

出
さ
れ
ま

し
た
。

　
支
部
連
合
会
　
2
月
14
日（
木
）

　

商
工
会
議
所
理
事
者
と
支
部
連
合
会

役
員
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

支
部
長
の
自
己
紹
介
で
は
、各
支
部

事
業
の
様
子
と
合
わ
せ
て
説
明
し
ま
し

た
。

　

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
の
関
係
の
現
状

や
今
後
に
つ
い
て
懇
談
し
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
事
業
や
連
携
な
ど
を
考
え
る
機

会
と
な
り
、柴
田
会
頭
か
ら
は「
会
議
所

100
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、各
記
念
事

業
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
」と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
　
2
月
5
日（
火
）

　

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
の
開
業
を
見
据
え
て
他
団
体
と
の

交
流
や
情
報
交
換
を
重
点
事
業
に
あ
げ
、

地
元
の
J
A
若
手
生
産
者
と
の
懇
談
会

を
開
催
し
、懇
談
会
当
日
は
、各
団
体
よ

り
25
名
が
参
集
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
活
動
の
様

子
を
紹
介
し
た
後
で
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

若
手
生
産
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、都

内
な
ど
で
販
売
の
実
績
は
あ
る
が
、常
態

的
に
収
入
を
得
る
た
め
の
農
業
を
考
え

た
い
、観
光
面
で
体
験
農
業
が
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、農
家
と
し
て
は
一
度
に
多

く
の
人
が
来
る
よ
り
、少
人
数
で
も
同
じ

人
に
回
数
を
重
ね
て
き
て
ほ
し
い
、販
売

に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
聴
き
た
い
、農
産

物
へ
の
付
加
価
値
を
つ
け
た
い
、な
ど
悩

み
や
意
見
が
多
く
出
ま
し
た
。

　

ま
た
、商
工
業
者
と
し
て
手
伝
え
そ

う
な
こ
と
や
事
業
者
へ
希
望
す
る
こ
と

で
は
、恰
好
良
い
作
業
服
の
作
成
、農
耕

機
や
機
械
の
整
備
の
手
伝
い
、生
産
物
の

取
扱
店
の
増
加
、な
ど
の
希
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
こ
の
地
域
は
交
通
網
が
整
備
さ

れ
、交
流
人
口
の
増
加
を
見
込
め
る
中

で
、櫛
原
支
部
長（
座
光
寺
）は「
自
分
の

ひ
ら
め
き
や
思
い
、夢
を
描
い
て
進
ん
で

ほ
し
い
。そ
の
中
で
我
々
が
お
手
伝
い
で

き
る
こ
と
は
言
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
、

久
保
田
ブ
ロ
ッ
ク
長（
上
郷
支
部
長
）は

「
今
後
も
交
流
を
続
け
て
い
く
こ
と
も
確

認
さ
れ
、地
域
内
連
携
に
向
け
た
新
た
な

一
歩
と
な
っ
た
大
変
有
意
義
な
懇
談
会
に

な
っ
て
良
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

竜
峡
ブ
ロ
ッ
ク
　
2
月
7
日（
木
）

　

竜
峡
ブ
ロ
ッ
ク
の
研
修
会
で
は
、飯
田

税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門
宮
下
統
括

官
よ
り
、今
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
軽
減

税
率
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
説

明
を
聞
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
資
料
内
容
を
熱
心
に
確
認

し
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
、制
度
に
対
す
る

JA若手生産者との意見交換

佐藤副市長の講演を聞く

支
部
連
合
会
ブ
ロ
ッ
ク
事
業
報
告

熱心にメモを取る参加者

会頭の説明に聞き入る役員



お知らせ
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健康診断を受けましょう!

お気軽にお問い合わせください

TEL0265－24－1505　FAX0265－21－3008

編
集
後
記

編
集
後
記

（
６
回
シ
リ
ー
ズ
）

飯田労働基準監督署からのお知らせ

　

今
月
号
の
表
紙
は
、中
馬
ぬ
く
も
り

街
道
ひ
な
祭
り
に
参
加
し
て
い
る
尾
曽

写
真
館
手
作
り
の
店
和
ち
ゃ
ん
の
店
内

で
す
。今
で
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
く

な
っ
た
御
殿
飾
り
の
ひ
な
人
形
な
ど
を

飾
り
、観
光
バ
ス
で
立
ち
寄
っ
た
観
光
客

や
、地
元
の
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
そ
の

様
子
を
見
に
来
ま
す
。

　

中
馬
ぬ
く
も
り
街
道
ひ
な
祭
り
は
３

月
１
日（
金
）か
ら
４
月
３
日（
水
）ま
で

開
催
し
て
い
ま
す
。飯
田
市
内
で
30
店

舗
が
参
加
し
て
い
る
の
で
、春
の
訪
れ
を

感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

１
月
30
日（
水
）に
会
員
企
業
の
円
滑

な
事
業
承
継
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援

施
策
と
し
て
、南
信
三
会
議
所（
飯
田
・

伊
那
・
駒
ヶ
根
）主
催
、飯
田
市
共
催
に

よ
る
後
継
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。ア
ル
ト
経
営
パ
ー
ト
ナ
ー（
株
）

の
加
藤
敦
子
先
生
を
お
迎
え
し
、「
今
す

ぐ
始
め
る
後
継
者
育
成
」と
の
テ
ー
マ
で

ご
講
演
を
い
た
だ
き
、30
名
近
く
が
参

加
し
ま
し
た
。　　

　

事
業
承
継
は
早
い
う
ち
に
取
り
掛
か

る
の
が
好
ま
し
く
、現
在
の
経
営
者
と
後

継
者
の
立
場
か
ら
、実
例
を
交
え
な
が

ら
円
滑
に
引
き
継
ぐ
コ
ツ
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、渡
す

立
場
と
継
ぐ
立
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
、円
滑
に
進
ん
だ
実
例
内
容
が

良
か
っ
た
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

引き継ぎポイントを説明

　

２
月
１
日（
金
）商
店
街
交
流
ホ
ー
ル

に
お
い
て
税
理
士
の
天
野
有
貴
氏
に
よ

る「
初
歩
の
記
帳
講
習
」を
開
催
し
12
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
所
で
は
し
ば
ら
く
記
帳
講
座
を
行

っ
て
い
ま

せ
ん
で
し

た
が
、
近

年
税
制
改

正
が
行
わ

れ
る
中
で

白
色
申
告

で
も
帳
簿

保
存
が
必
要
と
な
り
、ま
た
本
年
中
に

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
と
軽
減
税
率
の

導
入
が
予
定
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
、複

数
税
率
に
お
け
る
日
々
の
記
帳
の
重
要

性
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

記
帳
は
税
務
申
告
の
た
め
だ
け
で
は

な
く
自
身
の
事
業
の
経
営
状
況
を
正
し

く
把
握
す
る
た
め
に
も
大
切
で
、大
き

な
経
営
決
定
を
行
う
際
の
判
断
材
料
に

も
な
り
ま
す
。日
々
の
記
帳
の
積
み
重
ね

で
青
色
申
告
が
可
能
と
な
り
、税
制
上

の
優
遇
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

白
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
人
は
ぜ
ひ

青
色
申
告
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

帳簿の重要性をわかりやすく示す

　

９
月
21
日（
金
）か
ら
始
ま
っ
た「
い
い

だ
経
営
塾
」が
１
月
28
日（
月
）に
最
終

回
を
迎
え
、６
回
す
べ
て
の
講
座
が
終
了

し
ま
し
た
。当
塾
は
、事
業
の
持
続
的
発

展
の
た
め
に
、ま
ず
は
自
社
の
現
状
を
把

握
し
、目
指
す
べ
き
方
向
性
や
コ
ン
セ
プ

ト
を
明
確
に
し
た
経
営
計
画
の
策
定
を

行
う
こ
と
の
必
要
性
を
学
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、今
回
初
め
て
６
回
シ
リ
ー
ズ
で

開
催
し
、経
営
者
な
ど
の
べ
70
名
が
参
加

し
ま
し
た
。中
小
企
業
診
断
士
、税
理
士
、

ま
た
、自
ら
も
経
営
者
と
し
て
事
業
承

継
の
経
験
を
持
つ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な

ど
多
彩
な
講
師
陣
に
よ
る
講
義
と
、後

半
で
は
個
別
相
談
も
行
い
、目
的
で
あ
る

経
営
計
画
策
定
に
各
々
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
迷
っ
て
い
た
こ
と
に

自
信
が
つ
い
た
。基
本
が
し
っ
か
り
し
て

い
れ
ば
必
ず
道
が
見
え
て
く
る
」「
補
助

金
に
つ
い
て
の
知
識
も
得
る
こ
と
が
で
き

た
」「
事
業
計
画
を
策
定
す
る
重
要
性
を

強
く
認
識
で
き
た
」等
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。今
後
も
事
業
計
画
策
定
に

つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
ま
す
。

（
６
回
シ
リ
ー
ズ
）

い
い
だ
経
営
塾

記
帳
講
習
会
開
催

事業主の皆さまへ
2019年4月1日から
　　　　　「働き方」が変わります。
2019年4月1日から
　　　　　「働き方」が変わります。
主な労働基準法改正事項は次のとおりです。
1時間外労働の上限規制が導入されます！
　（※中小企業は、2020年4月1日～）
　時間外労働の上限について、月45時間、年360
　時間を原則とし、臨時的な特別の事情がある場
　合でも、単月100時間未満（休日労働含む）
　複数月平均80時間（休日労働含む）年720時間
　が限度となります。
2年次有給休暇の確実な取得が必要です！
　使用者は、10日以上の年次有給休暇が付与され
　る全ての労働者に対し、毎年5日、時季を指定し
　て有給休暇を与える必要があります。
◎詳しいことは、厚生労働省ホームページをご覧下さい。

【お問合せ先】 飯田労働基準監督署 ＴＥＬ．0265-22-2635

飯田労働基準監督署からのお知らせ

後
継
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
を
開
催

後
継
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
を
開
催
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注　目

　

２
月
３
日
（
日
）
商
店
街
交
流

ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
い
い
だ
起
業

家
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
創
業
希
望
者
あ
る
い
は

創
業
間
も
な
い
方
を
対
象
に
創
業

マ
イ
ン
ド
の
醸
成
と
、
よ
り
実
現

可
能
性
の
高
い
創
業
計
画
の
策
定

を
目
指
す
た
め
、
創
業
希
望
者
同

士
の
交
流
や
支
援
機
関
な
ど
と
の

人
脈
形
成
を
目
的
と
し
て
、
市
の

金
融
政
策
課
と
の
共
催
で
実
施
し
、

24
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
私
の
起
業
〜
メ

デ
ィ
ア×

起
業
〜
と
題
し
、
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
縄
文
Ｚ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
編
集
長

望
月
昭
秀
氏
の
基
調
講
演
と
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
創
業
期
に

お
け
る
情
報
発
信
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
あ
の
経
営
者
の
話
を

聞
こ
う
！
と
の
テ
ー
マ
で
丸
昌
稲
垣

（
株
）稲
垣
勝
俊
社
長
と（
株
）丸
中

中
根
園
中
根
正
佳
社
長
よ
り
経
営

者
の
心
得
や
事
業
運
営
の
難
し
さ

な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
３
部
は
中
小
企
業
診
断
士
の

滝
澤
恵
一
氏
が
創
業
の
際
に
必
要

な
心
構
え
に
つ
い
て
基
調
講
演
を

行
い
、
そ
の
後
３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
の
交
流
会
を
し
ま
し
た
。

経
営
者
・
講
師
へ
の
質
問
や
情
報

交
換
、
名
刺
交
換
を
行
い
、
起
業

意
識
を
高
め
ま
し
た
。
ま
た
、
個

別
相
談
ブ
ー
ス
を
設
け
、
経
営
指

導
員
に
よ
る
個
別
相
談
や
情
報
提

供
も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
地
域
の
特
徴
あ
る
事

業
所
の
経
営
者
の
経
験
を
聞
く
機

会
と
も
な
り
、
創
業
予
定
者
・
創

業
間
も
な
い
方
に
も
今
後
の
経
営

戦
略
の
一
助
に
な
り
ま
し
た
。
日

本
中
で
経
営
者
の
高
齢
化
、
地
域

経
済
を
支
え
て
い
る
小
規
模
事
業

者
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
、
事
業
承

継
や
創
業
支
援
が
大
き
な
課
題
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
起
業
家

の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、

当
所
で
も
引
き
続
き
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

現役の経営者による講話

　

昨
年
の
飯
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
ペ
に「
新
分
野
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
」

で
応
募
し
、見
事
大
賞
に
輝
い
た

（
株
）ア
コ
ー
ズ
代
表
取
締
役
佐
々
木

邦
雄
氏
。

　

当
社
は
創
業
以
来
、
歩
数
計
を

中
心
と
し
た
活
動
量
計
の
企
画
開

発
、
設
計
、
生
産
を
行
い
、
市
場
の

シ
ェ
ア
15
％
を
確
保
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、Ｉ
Ｔ
化
の
目
ま
ぐ
る
し
い

進
化
に
よ
り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に

そ
の
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
し
ま
い
、

市
場
の
縮
小
や
価
格
競
争
の
激
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
と
し
て
事
業
化
し
た

の
が
医
療
分
野
へ
の
進
出
で
す
。
活

動
量
計
の
技
術
等
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
て
「
付
加
価
値
創
造
ビ
ジ
ネ
ス
」

の
展
開
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
日
、

国
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
障
害
者

の
在
宅
で
の
生
活
が
増
え
、
理
学
療

法
士
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
で
の

直
接
指
導
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
実
態
把
握
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
開
発
し
た
医
療
用

歩
行
計
は
、
利
用
す

る
こ
と
で
在
宅
や
病

院
内
に
お
い
て
も
患

者
さ
ん
の
活
動
数
値

を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
、
適
切
な
助
言

や
指
導
が
で
き
る
画

期
的
な
も
の
で
す
。

こ
の
取
組
み
に
つ
い
て

は
、
地
元
病
院
の
医

師
や
飯
田
メ
デ
ィ
カ
ル

バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
の

医
療
系
チ
ー
ム
か
ら
の

助
言
も
あ
り
、
確
実

に
完
成
度
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
場
に
は
出
回
っ
て
い
な
い
た
め
に
、

特
許
出
願
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
医
療
用
歩
行
計
に
よ
っ
て
、

病
院
の
み
な
ら
ず
、
介
護
施
設
で
の

要
介
護
者
へ
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
製
品
が
自

社
ブ
ラ
ン
ド
と
な
り
う
る
こ
と
か

ら
、
地
域
を
あ
げ
た
期
待
が
も
て
ま

す
。
当
社
は
、
企
画
開
発
設
計
を
得

意
と
す
る
こ
と
か
ら
、
製
造
、
生
産

部
門
に
つ
い
て
は
、
飯
田
下
伊
那
の

既
存
企
業
と
の
連
携
を
考
え
て
お

り
、
地
域
貢
献
に
も
大
き
な
期
待
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組

み
は
、
飯
田
市
と
当
所
が
共
同
窓
口

と
な
っ
て
い
る
、「
Ⅰ
–
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
支

援
協
議
会
」
へ
も
推
薦
が
あ
り
、
関

係
機
関
の
満
場
一
致
で
の
支
援
が
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
こ
れ
を
機

会
に
新
分
野
ビ
ジ
ネ
ス
が
管
内
で
積

極
的
に
展
開
さ
れ
て
地
域
経
済
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

※

Ⅰ
–
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載

https://i-port.biz/p/592

ビジネスプランコンペにて
新分野ビジネス展開を説明する佐々木氏

起
業
家
フ
ェ
ス
タ
開
催

「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
ペ
大
賞
受
賞
を
受
け
て 

こ
れ
を
追
い
風
に
一
層
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
へ
」

新
分
野
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
支
援


